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 調査結果（小学生） 

 回答者の属性 

（１） 学校種別 

図表ー１  学校種別 

 

 
 

 

 

 

（２） 性別 

図表ー２  性別 

 

 
 

 

 

 

（３） 居住地 

図表ー３  居住地 

 

 
 

 

 

 

  

全体(n=841) 94.6 3.6

0.8 0.1

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市立 国立 特別支援学校 聴覚特別支援学校 無回答

全体(n=841) 48.3 49.9

0.2 1.2

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子 女子 その他 答えない 無回答

全体(n=841) 14.4 24.0 15.9 15.9 28.3 0.7 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東部 西部 南部 北部 中央 その他（久留米市外など） 無回答
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（４） 同居家族 

図表ー４  同居家族 

 

 
 

 

 

 

（５） 家族構成 

図表ー５  家族構成 

 

 
 

 

 

 

  

お母さん

お父さん

兄・姉

弟・妹

おばあさん

おじいさん

その他

  無回答

98.0

85.3

52.6

50.9

14.9

10.0

2.0

0.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=841)

全体(n=841) 11.3 71.3 16.4 0.5 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ひとり親家庭 二世代世帯（ふたり親家庭）

三世代以上の世帯 その他

無回答
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 健康状態 

 

 

健康状態について聞いたところ、「よい」（70.9％）の割合が最も高く、次いで「ふつう」（14.3％）、

「まあよい」（13.2％）となっている。また、「よくない」の割合は0.0％となっている。 

 性別にみると、女子の方が男子と比べて「よい」（73.6％）の割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「よい」（65.2％）の割合が低くなってい

る。 

 

 

図表ー６  健康状態 

 

 
 

 

図表ー７  性別、家族の世話別 健康状態 

 
  

全体(n=841) 70.9 13.2 14.3 1.3

0.0 

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

単位：％

　
調
査
数

よ
い

ま
あ
よ
い

ふ
つ
う

あ
ま
り
よ
く
な
い

よ
く
な
い

無
回
答

841 70.9 13.2 14.3 1.3 - 0.4

男子 406 68.5 17.2 12.8 1.2 - 0.2

女子 420 73.6 9.0 16.0 1.4 - -

その他 2 50.0 50.0 - - - -

答えない 10 70.0 20.0 10.0 - - -

無回答 3 33.3 - - - - 66.7

している 66 65.2 18.2 15.2 1.5 - -

していない 755 71.4 12.7 14.3 1.3 - 0.3

無回答 20 70.0 15.0 10.0 - - 5.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

問５ あなたの健康状態について教えてください。 
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 欠席状況 

 

 

欠席状況について聞いたところ、「ほとんど欠席しない」（87.8％）の割合が最も高く、次いで「た

まに欠席する」（9.4％）、「よく欠席する」（2.3％）となっている。 

 性別にみると、男子の方が女子と比べて欠席する傾向にある。 

 家族構成別にみると、「ほとんど欠席しない」の割合は二世代世帯（ふたり親家庭）（89.7％）が

最も高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が欠席しない傾向にある。 

 

 

図表ー８  欠席状況 

 

 
 

 

図表ー９  性別、家族構成、家族の世話別 欠席状況 

 
  

全体(n=841) 87.8 9.4 2.3 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
と
ん
ど
欠
席
し
な
い

た
ま
に
欠
席
す
る

よ
く
欠
席
す
る

無
回
答

841 87.8 9.4 2.3 0.6

男子 406 86.0 10.6 2.5 1.0

女子 420 90.5 7.6 1.9 -

その他 2 - 100.0 - -

答えない 10 70.0 20.0 10.0 -

無回答 3 66.7 - - 33.3

ひとり親家庭 95 83.2 10.5 6.3 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 89.7 8.0 1.7 0.7

三世代以上の世帯 138 84.8 13.8 1.4 -

その他 4 75.0 25.0 - -

無回答 4 25.0 25.0 25.0 25.0

している 66 90.9 7.6 1.5 -

していない 755 87.9 9.4 2.4 0.3

無回答 20 70.0 15.0 - 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

問6（１） あなたは学校を欠席することがありますか（病気の場合を除く）。 
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 遅刻・早退状況 

 

 

遅刻・早退状況について聞いたところ、「ほとんどしない」（89.3％）の割合が最も高く、次いで

「たまにする」（8.0％）、「よくする」（1.9％）となっている。 

 性別にみると、男子の方が女子と比べて遅刻・早退をする傾向にある。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「ほとんどしない」（83.2％）の割合が低くなってい

る。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が遅刻・早退をする傾向にある。 

 

 

図表ー１０  遅刻・早退状況 

 

 
 

 

図表ー１１  性別、家族構成、家族の世話別 遅刻・早退状況 

 
  

全体(n=841) 89.3 8.0 1.9 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
と
ん
ど
し
な
い

た
ま
に
す
る

よ
く
す
る

無
回
答

841 89.3 8.0 1.9 0.8

男子 406 87.9 9.1 2.2 0.7

女子 420 91.2 6.4 1.7 0.7

その他 2 50.0 50.0 - -

答えない 10 80.0 20.0 - -

無回答 3 66.7 - - 33.3

ひとり親家庭 95 83.2 11.6 5.3 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 91.0 6.7 1.3 1.0

三世代以上の世帯 138 87.7 10.1 2.2 -

その他 4 100.0 - - -

無回答 4 25.0 50.0 - 25.0

している 66 86.4 10.6 3.0 -

していない 755 90.1 7.5 1.9 0.5

無回答 20 70.0 15.0 - 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

問6(2) あなたは学校を遅刻や早退することがありますか（病気の場合を除く）。 
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 学校外の活動の参加状況 

 

 

 学校外の活動の参加状況について聞いたところ、「はい」が76.3％、「いいえ」が23.1％となって

いる。 

 家族構成別にみると、二世代世帯（ふたり親家庭）において「はい」（79.7％）の割合が高くなっ

ている。 

 自身の権利別にみると、守られている人の方が「はい」（77.8％）の割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、世話をしている人の方が「いいえ」（25.8％）の割合が高くなっている。 

 性別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー１２  学校外の活動の参加状況 

 

 
 

 

図表ー１３  性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 学校外の活動の参加状況 

  

全体(n=841) 76.3 23.1 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

単位：％

　
調
査
数

は
い

い
い
え

無
回
答

841 76.3 23.1 0.6

男子 406 77.8 21.7 0.5

女子 420 75.0 24.5 0.5

その他 2 100.0 - -

答えない 10 70.0 30.0 -

無回答 3 66.7 - 33.3

ひとり親家庭 95 67.4 31.6 1.1

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 79.7 20.0 0.3

三世代以上の世帯 138 71.7 27.5 0.7

その他 4 - 100.0 -

無回答 4 25.0 50.0 25.0

守られている 679 77.8 21.6 0.6

だいたい守られている 128 68.8 31.3 -

あまり守られていない 4 100.0 - -

守られていない - - - -

わからない 18 66.7 33.3 -

無回答 12 83.3 8.3 8.3

している 66 74.2 25.8 -

していない 755 77.0 22.8 0.3

無回答 20 60.0 25.0 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利

問7 放課後、習い事をしていますか。 
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 学校生活であてはまるもの 

 

 

学校生活であてはまるものについて聞いたところ、「特にない」（67.1％）の割合が最も高くなっ

ている。「特にない」を除くと、「持ち物の忘れ物が多い」（14.4％）、「提出物を出すのが遅れること

が多い」（11.5％）、「宿題ができていないことが多い」（8.2％）の順となっている。 

 

 

図表ー１４  学校生活であてはまるもの 

 

 
 

  

持ち物の忘れ物が多い

提出物を出すのが
遅れることが多い

宿題ができていないことが多い

授業中に寝てしまうことが多い

学校では一人で
過ごすことが多い

友達と遊んだり、おしゃべり
したりする時間が少ない

習い事を休むことが多い

保健室で過ごすことが多い

家のことが気になって
落ち着けないことが多い

修学旅行などの
宿泊行事を欠席する

特にない

無回答

14.4

11.5

8.2

5.2

4.2

3.7

2.1

1.8

1.4

0.4

67.1

3.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=841)

問８ ふだんの学校生活などにおいて、以下の中であてはまるものはありますか。 
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 学校生活であてはまるものについて性別にみると、女子の方が男子と比べて「特にない」（74.0％）

の割合が高くなっている。また、男子では「宿題ができていないことが多い」（10.8％）、「持ち物の

忘れ物が多い」（19.2％）、「提出物を出すのが遅れることが多い」（17.2％）の割合が高くなってい

る。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「特にない」（52.6％）の割合が低くなっている。ま

た、ひとり親家庭では「宿題ができていないことが多い」（17.9％）、「持ち物の忘れ物が多い」

（22.1％）、「提出物を出すのが遅れることが多い」（21.1％）の割合が高くなっているが、その他に

「家のことが気になって落ち着けないことが多い」（7.4％）の割合も高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「特にない」（60.6％）の割合が低くなっ

ている。また、家族の世話をしている人では「宿題ができていないことが多い」（15.2％）、「持ち物

の忘れ物が多い」（19.7％）、「提出物を出すのが遅れることが多い」（16.7％）の割合が高くなって

いるが、その他に「授業中に寝てしまうことが多い」（9.1％）の割合も高くなっている。 

 

 

図表ー１５  性別、家族構成、家族の世話別 学校生活であてはまるもの 

 
  

単位：％

　
調
査
数

授
業
中
に
寝
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い

宿
題
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

多
い

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

習
い
事
を
休
む
こ
と
が
多
い

提
出
物
を
出
す
の
が
遅
れ
る
こ

と
が
多
い

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
行
事
を

欠
席
す
る

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

学
校
で
は
一
人
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い

友
達
と
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
す
る
時
間
が
少
な
い

家
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
落
ち

着
け
な
い
こ
と
が
多
い

特
に
な
い

無
回
答

841 5.2 8.2 14.4 2.1 11.5 0.4 1.8 4.2 3.7 1.4 67.1 3.3

男子 406 5.2 10.8 19.2 2.7 17.2 0.5 1.0 2.7 3.7 1.0 59.9 3.2

女子 420 5.5 5.7 10.0 1.7 6.0 0.2 2.4 5.5 3.8 1.9 74.0 3.3

その他 2 - 50.0 50.0 - - - 50.0 - - - 50.0 -

答えない 10 - - - - 20.0 - - 10.0 - - 70.0 -

無回答 3 - - - - - - - - - - 66.7 33.3

ひとり親家庭 95 7.4 17.9 22.1 4.2 21.1 2.1 4.2 3.2 3.2 7.4 52.6 4.2

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 5.5 6.7 13.7 1.8 9.7 0.2 1.7 4.0 3.0 0.8 69.3 3.2

三世代以上の世帯 138 2.9 7.2 11.6 2.2 12.3 - 0.7 5.8 7.2 - 68.8 2.2

その他 4 - 25.0 25.0 - 25.0 - - - - - 25.0 25.0

無回答 4 - 25.0 25.0 - 25.0 - - - - - 50.0 25.0

している 66 9.1 15.2 19.7 3.0 16.7 - 3.0 6.1 4.5 3.0 60.6 -

していない 755 4.6 7.7 13.9 2.0 11.3 0.4 1.7 4.1 3.7 1.3 67.9 3.3

無回答 20 15.0 5.0 15.0 5.0 5.0 - - - - - 55.0 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成
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 悩んでいること 

 

 

悩んでいることについて聞いたところ、「特にない」（74.3％）の割合が最も高くなっている。「特

にない」を除くと、「友達のこと」（9.2％）、「学校の成績のこと」（7.4％）、「習い事のこと」（4.5％）

の順となっている。 

 

 

図表ー１６  悩んでいること 

 

 
 

  

友達のこと

学校の成績のこと

習い事のこと

家族のこと

自分のために使える
時間が少ないこと

生活や勉強に必要なお金のこと

その他

特にない

  無回答

9.2

7.4

4.5

3.2

2.4

2.1

3.2

74.3

3.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=841)

問9 あなたが悩んでいることはありますか。 
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 悩んでいることについて性別にみると、男子の方が女子と比べて「特にない」（76.6％）の割合が

高くなっている。また、女子では「友達のこと」（13.3％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「特にない」（67.4％）の割合が低くなっている。ま

た、ひとり親家庭では「学校の成績のこと」（13.7％）、「家族のこと」（8.4％）、「生活や勉強に必要

なお金のこと」（6.3％）の割合が高くなっている。 

 自身の権利別にみると、守られている人において「特にない」（78.9％）の割合が高くなってい

る。また、だいたい守られている人では「特にない」を除くすべての項目において守られている人

よりも割合が高くなっている。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「特にない」（51.5％）の割合が低くなっ

ている。また、家族の世話をしている人では「特にない」を除くすべての項目において家族の世話

をしていない人よりも割合が高くなっており、特に「友達のこと」（18.2％）、「学校の成績のこと」

（15.2％）、「家族のこと」（9.1％）の割合が高くなっている。 

 

 

図表ー１７  性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 悩んでいること 

 
  

単位：％

　
調
査
数

友
達
の
こ
と

学
校
の
成
績
の
こ
と

習
い
事
の
こ
と

家
族
の
こ
と

生
活
や
勉
強
に
必
要
な
お
金
の

こ
と

自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間
が

少
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

841 9.2 7.4 4.5 3.2 2.1 2.4 3.2 74.3 3.3

男子 406 4.9 6.4 4.2 2.5 3.2 2.5 3.4 76.6 4.7

女子 420 13.3 8.1 5.0 4.0 1.2 2.4 3.1 72.1 1.7

その他 2 - - - - - - - 50.0 50.0

答えない 10 10.0 20.0 - - - - - 80.0 -

無回答 3 - - - - - - - 66.7 33.3

ひとり親家庭 95 11.6 13.7 3.2 8.4 6.3 3.2 5.3 67.4 4.2

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 8.5 5.8 5.0 2.3 1.3 1.3 3.5 76.0 3.2

三世代以上の世帯 138 10.9 9.4 3.6 2.9 2.2 6.5 0.7 72.5 2.2

その他 4 - 25.0 - 25.0 25.0 - - 50.0 25.0

無回答 4 - - - - - - - 75.0 25.0

守られている 679 7.4 6.2 3.5 1.6 1.6 1.6 2.5 78.9 2.8

だいたい守られている 128 13.3 12.5 7.0 7.8 3.9 3.9 6.3 57.8 4.7

あまり守られていない 4 25.0 - - - 25.0 25.0 - 50.0 -

守られていない - - - - - - - - - -

わからない 18 38.9 16.7 22.2 33.3 5.6 11.1 11.1 44.4 -

無回答 12 16.7 8.3 8.3 - - 8.3 - 41.7 25.0

している 66 18.2 15.2 6.1 9.1 4.5 4.5 7.6 51.5 4.5

していない 755 8.3 6.8 4.2 2.4 2.0 2.1 2.9 76.6 2.9

無回答 20 10.0 5.0 10.0 15.0 - 5.0 - 65.0 15.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利
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 悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

 

 

 悩んでいることがあると回答した人に、悩みについて話を聞いてくれる人がいるかについて聞い

たところ、「いる」が71.8％、「いない」が3.2％、「話はしたくない」が22.3％となっている。 

性別にみると、男子の方が「いる」（76.3％）の割合が高くなっている。 

 

 

図表ー１８  悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

 

 
 

 

図表ー１９  性別、家族構成、自身の権利、家族の世話別 

悩みについて話を聞いてくれる人がいるか 

 
  

全体(n=188) 71.8 3.2 22.3 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 話はしたくない 無回答

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

話
は
し
た
く
な
い

無
回
答

188 71.8 3.2 22.3 2.7

男子 76 76.3 1.3 21.1 1.3

女子 110 69.1 4.5 22.7 3.6

その他 - - - - -

答えない 2 50.0 - 50.0 -

無回答 - - - - -

ひとり親家庭 27 51.9 3.7 44.4 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 125 76.8 1.6 18.4 3.2

三世代以上の世帯 35 68.6 8.6 20.0 2.9

その他 1 100.0 - - -

無回答 - - - - -

守られている 124 79.0 0.8 17.7 2.4

だいたい守られている 48 64.6 6.3 27.1 2.1

あまり守られていない 2 50.0 50.0 - -

守られていない - - - - -

わからない 10 20.0 - 70.0 10.0

無回答 4 75.0 25.0 - -

している 29 65.5 - 24.1 10.3

していない 155 73.5 3.9 21.3 1.3

無回答 4 50.0 - 50.0 -

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

家
族
構
成

自
身
の
権
利

問10 問9で答えた悩みについて、話を聞いてくれる人はいますか。 



第２章 調査結果（小学生） 

 

14 

 

 世話をしている家族の有無 

 

 

 

世話をしている家族の有無について聞いたところ、「いる」が7.8％、「いない」が89.8％となって

いる。 

家族構成別にみると、ひとり親家庭において「いる」（13.7％）の割合が高くなっている。 

性別、居住地、自身の権利別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー２０  世話をしている家族の有無 

 

 
 

図表ー２１  性別、居住地、家族構成、自身の権利別 世話をしている家族の有無 

  

全体(n=841) 7.8 89.8 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

無
回
答

841 7.8 89.8 2.4

男子 406 7.6 90.9 1.5

女子 420 8.1 88.8 3.1

その他 2 - 100.0 -

答えない 10 10.0 90.0 -

無回答 3 - 66.7 33.3

東部 121 9.1 90.1 0.8

西部 202 6.9 92.1 1.0

南部 134 7.5 88.1 4.5

北部 134 9.0 88.1 3.0

中央 238 7.6 89.9 2.5

その他（久留米市外など） 6 16.7 83.3 -

無回答 6 - 83.3 16.7

ひとり親家庭 95 13.7 83.2 3.2

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 7.3 90.8 1.8

三世代以上の世帯 138 5.8 90.6 3.6

その他 4 - 100.0 -

無回答 4 25.0 50.0 25.0

守られている 679 6.8 91.0 2.2

だいたい守られている 128 9.4 88.3 2.3

あまり守られていない 4 25.0 75.0 -

守られていない - - - -

わからない 18 22.2 77.8 -

無回答 12 25.0 58.3 16.7

  全  体

性
別

居
住
地

家
族
構
成

自
身
の
権
利

問11 家族の中にあなたがお世話をしている人はいますか（ここで「お世話」とは、普通大人がして

いるような家事や家族のお世話のことを指します）。 
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 誰の世話をしているか 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、誰の世話をしているかについて聞いたところ、「きょう

だい」（65.2％）、「お母さん」（30.3％）、「お父さん」（10.6％）の順となっている。 

 

 

図表ー２２  誰の世話をしているか 

 

 
 

 

図表ー２３  性別、家族構成別 誰の世話をしているか 

 
  

きょうだい

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

その他

  無回答

65.2

30.3

10.6

4.5

1.5

3.0

10.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

お
母
さ
ん

お
父
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

お
じ
い
さ
ん

き
ょ
う
だ
い

そ
の
他

無
回
答

66 30.3 10.6 4.5 1.5 65.2 3.0 10.6

男子 31 25.8 12.9 9.7 3.2 54.8 3.2 19.4

女子 34 35.3 8.8 - - 73.5 2.9 2.9

その他 - - - - - - - -

答えない 1 - - - - 100.0 - -

無回答 - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 53.8 - - - 61.5 7.7 7.7

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 27.3 13.6 2.3 - 65.9 - 13.6

三世代以上の世帯 8 12.5 12.5 25.0 12.5 62.5 12.5 -

その他 - - - - - - - -

無回答 1 - - - - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問12（１） あなたは誰のお世話をしていますか。 
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 母親・父親の状態 

 

 

母親・父親の世話をしていると回答した人に、母親・父親の状態について聞いたところ、「仕事が

忙しく、つかれている」（40.9％）、「こころの病気（うつ病など）」（13.6％）、「知的障害」（9.1％）

の順となっている。 

 

 

図表ー２４  母親・父親の状態 

 

 
 

  

仕事が忙しく、つかれている

こころの病気（うつ病など）

知的障害

高齢（６５歳以上）

身体障害

日本語が苦手

介護（食事や身の回りの
世話）が必要

認知症

お酒やギャンブルで困っている

精神科、依存症以外の病気

お母さんが妊娠中・
乳幼児がいる

その他

わからない

  無回答

40.9

13.6

9.1

4.5

4.5

4.5

-

-

-

-

-

4.5

4.5

31.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=22)

問12（２）① お母さん、お父さんはどのような状態ですか。 



第２章 調査結果（小学生） 

 

17 

 

 祖母・祖父の状態 

 

 

祖母・祖父の世話をしていると回答した人に、祖母・祖父の状態について聞いたところ、「高齢

（６５歳以上）」（50.0％）が最も高くなっている。 

 

 

図表ー２５  祖母・祖父の状態 

 

 
 

  

高齢（６５歳以上）

介護（食事や身の回りの
世話）が必要

認知症

身体障害

知的障害

こころの病気（うつ病など）

お酒やギャンブルで困っている

精神科、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

わからない

  無回答

50.0

25.0

25.0

-

-

-

-

-

-

-

-

50.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=4)

問12（２）② おばあさん、おじいさんはどのような状態ですか。 
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 きょうだいの状態 

 

 

きょうだいの世話をしていると回答した人に、きょうだいの状態について聞いたところ、「幼い」

（69.8％）が最も高くなっている。 

 

 

図表ー２６  きょうだいの状態 

 

 
 

  

幼い

知的障害

介護（食事や身の回りの
お世話）が必要

身体障害

病気

日本語が苦手

その他

わからない

  無回答

69.8

4.7

2.3

-

-

-

7.0

16.3

4.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=43)

問12（２）③ きょうだいはどのような状態ですか。 
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 世話の内容 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話の内容について聞いたところ、「見守り」（36.4％）、

「きょうだいのお世話や送り迎え」（25.8％）、「家事（食事の準備や掃除、洗たく）」（24.2％）の順

となっている。 

 

図表ー２７  世話の内容 

 

 
 

 

図表ー２８  性別、家族構成別 世話の内容 

  

見守り

きょうだいのお世話や送り迎え

家事（食事の準備や
掃除、洗濯）

買い物や散歩に一緒に行く

入浴やトイレのお世話

話を聞く

通訳（日本語や手話など）

お金の管理

薬の管理

病院へ一緒に行く

その他

  無回答

36.4

25.8

24.2

18.2

13.6

13.6

1.5

1.5

1.5

-

3.0

22.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃
除
、

洗
濯
）

き
ょ
う
だ
い
の
お
世
話
や
送
り

迎
え

入
浴
や
ト
イ
レ
の
お
世
話

買
い
物
や
散
歩
に
一
緒
に
行
く

病
院
へ
一
緒
に
行
く

話
を
聞
く

見
守
り

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な
ど
）

お
金
の
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

無
回
答

66 24.2 25.8 13.6 18.2 - 13.6 36.4 1.5 1.5 1.5 3.0 22.7

男子 31 25.8 19.4 12.9 16.1 - 6.5 41.9 - 3.2 3.2 - 29.0

女子 34 23.5 29.4 14.7 17.6 - 17.6 29.4 2.9 - - 5.9 17.6

その他 - - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - 100.0 - 100.0 - 100.0 100.0 - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 23.1 30.8 15.4 15.4 - 23.1 - - - 7.7 - 23.1

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 18.2 25.0 13.6 18.2 - 11.4 38.6 2.3 2.3 - 4.5 25.0

三世代以上の世帯 8 62.5 12.5 12.5 12.5 - 12.5 75.0 - - - - 12.5

その他 - - - - - - - - - - - - -

無回答 1 - 100.0 - 100.0 - - 100.0 - - - - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1２（３） あなたはどのようなお世話をしていますか。 
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 世話を一緒にしている人 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話を一緒にしている人について聞いたところ、「お母

さん」（40.9％）、「きょうだい」（30.3％）、「お父さん」（21.2％）の順となっている。 

 

図表ー２９  世話を一緒にしている人 

 

 
 

 

図表ー３０  性別、家族構成別 世話を一緒にしている人 

 
  

お母さん

きょうだい

お父さん

おばあさん

自分のみ

おじいさん

しんせきの人

福祉サービス
（ヘルパーなど）を利用

その他

  無回答

40.9

30.3

21.2

10.6

9.1

4.5

-

-

-

40.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

お
母
さ
ん

お
父
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

お
じ
い
さ
ん

き
ょ
う
だ
い

し
ん
せ
き
の
人

自
分
の
み

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
）
を
利
用

そ
の
他

無
回
答

66 40.9 21.2 10.6 4.5 30.3 - 9.1 - - 40.9

男子 31 38.7 19.4 6.5 - 29.0 - 9.7 - - 41.9

女子 34 44.1 23.5 14.7 8.8 32.4 - 8.8 - - 38.2

その他 - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - 100.0

無回答 - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 53.8 - 7.7 - 30.8 - 7.7 - - 38.5

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 38.6 27.3 11.4 6.8 34.1 - 11.4 - - 38.6

三世代以上の世帯 8 37.5 25.0 12.5 - - - - - - 62.5

その他 - - - - - - - - - - -

無回答 1 - - - - 100.0 - - - - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問１２（４） あなたはお世話を誰と一緒にしていますか。 
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 世話を始めた年齢 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話を始めた年齢について聞いたところ、「７～９歳」

（31.8％）、「１０～１２歳」（27.3％）、「６歳以下」（10.6％）の順となっている。 

 

 

図表ー３１  世話を始めた年齢 

 

 
 

 

図表ー３２  性別、家族構成別 世話を始めた年齢 

 
  

全体(n=66) 10.6 31.8 27.3 30.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６歳以下 ７～９歳 １０～１２歳 無回答

単位：％

　
調
査
数

６
歳
以
下

７
～
９
歳

１
０
～
１
２
歳

無
回
答

66 10.6 31.8 27.3 30.3

男子 31 3.2 35.5 22.6 38.7

女子 34 17.6 26.5 32.4 23.5

その他 - - - - -

答えない 1 - 100.0 - -

無回答 - - - - -

ひとり親家庭 13 46.2 7.7 15.4 30.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 2.3 36.4 29.5 31.8

三世代以上の世帯 8 - 37.5 37.5 25.0

その他 - - - - -

無回答 1 - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1２（５） あなたは何才からお世話をしていますか。（はっきりとわからない場合は、だいたいの

年でかまいません） 
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 世話をしている頻度 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、世話をしている頻度について聞いたところ、「ほぼ毎日」

（30.3％）、「週に１～２日」（21.2％）、「週に３～５日」（16.7％）の順となっている。 

 

 

図表ー３３  世話をしている頻度 

 

 
 

 

図表ー３４  性別、家族構成別 世話をしている頻度 

 
  

全体(n=66) 30.3 16.7 21.2 6.1 1.5 24.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に３～５日 週に１～２日

１か月に数日 その他 無回答

単位：％

　
調
査
数

ほ
ぼ
毎
日

週
に
３
～
５
日

週
に
１
～
２
日

１
か
月
に
数
日

そ
の
他

無
回
答

66 30.3 16.7 21.2 6.1 1.5 24.2

男子 31 19.4 16.1 22.6 9.7 - 32.3

女子 34 41.2 17.6 17.6 2.9 2.9 17.6

その他 - - - - - - -

答えない 1 - - 100.0 - - -

無回答 - - - - - - -

ひとり親家庭 13 30.8 23.1 23.1 - - 23.1

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 29.5 18.2 20.5 4.5 2.3 25.0

三世代以上の世帯 8 37.5 - 25.0 12.5 - 25.0

その他 - - - - - - -

無回答 1 - - - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1２（６） あなたはどのくらいお世話をしていますか。 
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 平日１日あたりの世話に費やす時間 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 平日１日あたりの世話に費やす時間について聞いたと

ころ、「３時間未満」（63.6％）、「３～７時間未満」（6.1％）、「７時間以上」（1.5％）の順となって

いる。 

 

 

図表ー３５  平日１日あたりの世話に費やす時間 

 

 
 

 

図表ー３６  性別、家族構成別 平日１日あたりの世話に費やす時間 

 
  

全体(n=66) 63.6 6.1 1.5 28.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３時間未満 ３～７時間未満 ７時間以上 無回答

単位：％

　
調
査
数

３
時
間
未
満

３
～
７
時
間
未
満

７
時
間
以
上

無
回
答

66 63.6 6.1 1.5 28.8

男子 31 58.1 6.5 - 35.5

女子 34 67.6 5.9 2.9 23.5

その他 - - - - -

答えない 1 100.0 - - -

無回答 - - - - -

ひとり親家庭 13 53.8 23.1 - 23.1

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 65.9 - 2.3 31.8

三世代以上の世帯 8 75.0 - - 25.0

その他 - - - - -

無回答 1 - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1２（７） あなたは学校のある日に何時間くらいお世話をしていますか。日によって違う場合は、

この1ヶ月でいちばん長かった日の時間を教えてください。 
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 世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話をしているためにやりたいけれどできないことに

ついて聞いたところ、「特にない」（56.1％）の割合が最も高くなっている。「特にない」を除くと、

「宿題など勉強する時間がない」、「友だちと遊ぶことができない」、「自分の時間が取れない」（す

べて7.6％）となっている。 

 

 

図表ー３７  世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

 

 
 

図表ー３８  性別、家族構成別 世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

  

宿題など勉強する時間がない

友だちと遊ぶことができない

自分の時間が取れない

どうしても学校を遅刻・
早退してしまう

学校に行きたくても行けない

学校の行事や活動に
参加できない

眠る時間が足りない

習い事ができない

その他

特にない

  無回答

7.6

7.6

7.6

1.5

-

-

-

-

-

56.1

28.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早

退
し
て
し
ま
う

宿
題
な
ど
勉
強
す
る
時
間
が
な

い 学
校
の
行
事
や
活
動
に
参
加
で

き
な
い

眠
る
時
間
が
足
り
な
い

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い 習
い
事
が
で
き
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

66 - 1.5 7.6 - - 7.6 - 7.6 - 56.1 28.8

男子 31 - - 6.5 - - 3.2 - 6.5 - 48.4 38.7

女子 34 - 2.9 8.8 - - 11.8 - 8.8 - 61.8 20.6

その他 - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - 100.0 -

無回答 - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 - 7.7 7.7 - - 15.4 - 15.4 - 53.8 30.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 - - 9.1 - - 6.8 - 4.5 - 54.5 29.5

三世代以上の世帯 8 - - - - - - - 12.5 - 62.5 25.0

その他 - - - - - - - - - - - -

無回答 1 - - - - - - - - - 100.0 -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1３ お世話をしていることで、以下のような経験をしたことはありますか。 
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 世話の大変さ 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話の大変さについて聞いたところ、「特に大変さは感

じていない」（57.6％）の割合が最も高く、次いで「体力の面で大変」、「気持ちの面で大変」（とも

に9.1％）となっている。 

 

 

図表ー３９  世話の大変さ 

 

 
 

 

図表ー４０  性別、家族構成別 世話の大変さ 

 
 

  

体力の面で大変

気持ちの面で大変

時間の余裕がない

特に大変さは感じていない

  無回答

9.1

9.1

3.0

57.6

27.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

単位：％

　
調
査
数

体
力
の
面
で
大
変

気
持
ち
の
面
で
大
変

時
間
の
余
裕
が
な
い

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て
い
な
い

無
回
答

66 9.1 9.1 3.0 57.6 27.3

男子 31 6.5 3.2 - 54.8 38.7

女子 34 11.8 14.7 5.9 58.8 17.6

その他 - - - - - -

答えない 1 - - - 100.0 -

無回答 - - - - - -

ひとり親家庭 13 23.1 15.4 - 46.2 30.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 4.5 6.8 4.5 59.1 27.3

三世代以上の世帯 8 12.5 12.5 - 62.5 25.0

その他 - - - - - -

無回答 1 - - - 100.0 -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問1４ お世話をすることに大変さを感じていますか。 
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 世話について相談した経験 

 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、 世話について相談した経験について聞いたところ、「あ

る」が13.6％、「ない」が62.1％となっている。 

 

 

図表ー４１  世話について相談した経験 

 

 
 

 

図表ー４２  性別、家族構成別 世話について相談した経験 

 
 

  

全体(n=66) 13.6 62.1 24.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 無回答

単位：％

　
調
査
数

あ
る

な
い

無
回
答

66 13.6 62.1 24.2

男子 31 16.1 48.4 35.5

女子 34 11.8 73.5 14.7

その他 - - - -

答えない 1 - 100.0 -

無回答 - - - -

ひとり親家庭 13 - 69.2 30.8

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 15.9 59.1 25.0

三世代以上の世帯 8 25.0 62.5 12.5

その他 - - - -

無回答 1 - 100.0 -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問15 あなたがお世話をしている家族のことや、お世話の悩みについて誰かに相談したことはあ

りますか。 



第２章 調査結果（小学生） 

 

27 

 

 世話についての相談相手 

 

 

世話について相談した経験があると回答した人に、 世話についての相談相手について聞いたと

ころ、「家族」（88.9％）、「友だち」（44.4％）の順となっている。 

 

 

図表ー４３  性別、家族構成別 世話についての相談相手 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

家
族

し
ん
せ
き

友
だ
ち

学
校
の
先
生
（
保
健
室
の
先
生

以
外
）

保
健
室
の
先
生

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

病
院
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
人

近
所
の
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
）
上

で
の
知
り
合
い

市
役
所
の
人

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
人

そ
の
他

無
回
答

9 88.9 - 44.4 11.1 - - - - - - - - -

男子 5 100.0 - 20.0 20.0 - - - - - - - - -

女子 4 75.0 - 75.0 - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - - - -

答えない - - - - - - - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 - - - - - - - - - - - - - -

二世代世帯（ふたり親家庭） 7 85.7 - 57.1 14.3 - - - - - - - - -

三世代以上の世帯 2 100.0 - - - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - - - - - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問16 問15で「1.ある」と回答した人にお聞きします。それは誰ですか。 
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 世話について相談していない理由 

 

 

世話について相談した経験がないと回答した人に、 世話について相談していない理由について

聞いたところ、「相談するほどの悩みではないから」（78.0％）の割合が最も高く、次いで「相談し

ても変わらないから」（9.8％）、「誰に相談するのがよいかわからないから」（7.3％）となっている。 

 

 

図表ー４４  世話について相談していない理由 

 

 
 

 

図表ー４５  性別、家族構成別 世話について相談していない理由 

 

相談するほどの悩み
ではないから

相談しても何も変わらないから

誰に相談するのがよいか
わからないから

家族のことを話したくないから

家族に対して嫌な思いを
持たれたくないから

相談できる人がいないから

家族から他人に相談しない
ように言われているから

その他

  無回答

78.0

9.8

7.3

4.9

4.9

2.4

-

-

7.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=41)

単位：％

　
調
査
数

相
談
す
る
ほ
ど
の
悩
み
で
は
な

い
か
ら

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
か
ら

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
か
ら

家
族
の
こ
と
を
話
し
た
く
な
い

か
ら

家
族
か
ら
他
人
に
相
談
し
な
い

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

家
族
に
対
し
て
嫌
な
思
い
を
持

れ
た
く
な
い
か
ら

相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い

か
ら

そ
の
他

無
回
答

41 78.0 7.3 2.4 4.9 - 4.9 9.8 - 7.3

男子 15 80.0 6.7 - - - - 13.3 - 13.3

女子 25 76.0 8.0 4.0 8.0 - 8.0 8.0 - 4.0

その他 - - - - - - - - - -

答えない 1 100.0 - - - - - - - -

無回答 - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 9 88.9 11.1 - - - 11.1 - - -

二世代世帯（ふたり親家庭） 26 80.8 3.8 3.8 7.7 - 3.8 7.7 - 7.7

三世代以上の世帯 5 60.0 20.0 - - - - 20.0 - 20.0

その他 - - - - - - - - - -

無回答 1 - - - - - - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問17 問15で「2.ない」と回答した人にお聞きします。相談していない理由を教えてください。 
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 世話について話を聞いてくれる人の有無 

 

 

 

世話について相談した経験がないと回答した人に、 世話について話を聞いてくれる人の有無に

ついて聞いたところ、「いる」が80.5％、「いない」が9.8％となっている。 

 

 

図表ー４６  世話について話を聞いてくれる人の有無 

 

 
 

 

図表ー４７  性別、家族構成別 世話について話を聞いてくれる人の有無 

 
 

  

全体(n=41) 80.5 9.8 9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

単位：％

　
調
査
数

い
る

い
な
い

無
回
答

41 80.5 9.8 9.8

男子 15 66.7 6.7 26.7

女子 25 88.0 12.0 -

その他 - - - -

答えない 1 100.0 - -

無回答 - - - -

ひとり親家庭 9 55.6 11.1 33.3

二世代世帯（ふたり親家庭） 26 92.3 7.7 -

三世代以上の世帯 5 80.0 - 20.0

その他 - - - -

無回答 1 - 100.0 -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問１８ 問１５で「２.ない」と回答した人にお聞きします。あなたがお世話している家族のこ

とや、お世話の悩みを聞いてくれる人はいますか。 
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 学校や大人にしてもらいたいこと 

 

 

家族の世話をしていると回答した人に、学校や大人にしてもらいたいことについて聞いたところ、

「特にない」（53.0％）の割合が最も高く、次いで「自分のことについて話を聞いてほしい」（13.6％）、

「自由に使える時間がほしい」（9.1％）となっている。 

 

 

図表ー４８   学校や大人にしてもらいたいこと 

 

 
 

  

自分のことについて
話を聞いてほしい

自由に使える時間がほしい

勉強を教えてほしい

自分が行っているお世話の
一部を誰かに代わってほしい

家族の病気や障害、お世話のこと
などについて説明してほしい

お金の面で支援してほしい

自分が行っているお世話の
すべてを誰かに代わってほしい

家族のお世話について
相談にのってほしい

その他

特にない

わからない

  無回答

13.6

9.1

9.1

3.0

3.0

3.0

1.5

-

-

53.0

1.5

18.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=66)

問１９ 学校や周りの大人にしてもらいたいことはありますか。 
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図表ー４９  性別、家族構成別 学校や大人にしてもらいたいこと 

 
 

  

単位：％

　
調
査
数

自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
聞

い
て
ほ
し
い

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談

に
の
っ
て
ほ
し
い

自
分
が
行
っ
て
い
る
お
世
話
の

す
べ
て
を
誰
か
に
代
わ
っ
て
ほ

し
い

自
分
が
行
っ
て
い
る
お
世
話
の

一
部
を
誰
か
に
代
わ
っ
て
ほ
し

い 家
族
の
病
気
や
障
害
、
お
世
話

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

て
ほ
し
い

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い

勉
強
を
教
え
て
ほ
し
い

お
金
の
面
で
支
援
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

66 13.6 - 1.5 3.0 3.0 9.1 9.1 3.0 - 53.0 1.5 18.2

男子 31 16.1 - 3.2 - 3.2 12.9 12.9 3.2 - 41.9 - 29.0

女子 34 11.8 - - 5.9 2.9 5.9 5.9 2.9 - 61.8 2.9 8.8

その他 - - - - - - - - - - - - -

答えない 1 - - - - - - - - - 100.0 - -

無回答 - - - - - - - - - - - - -

ひとり親家庭 13 7.7 - - 15.4 7.7 15.4 15.4 7.7 - 38.5 - 15.4

二世代世帯（ふたり親家庭） 44 18.2 - - - - 6.8 6.8 2.3 - 54.5 2.3 20.5

三世代以上の世帯 8 - - 12.5 - 12.5 12.5 12.5 - - 62.5 - 12.5

その他 - - - - - - - - - - - - -

無回答 1 - - - - - - - - - 100.0 - -

  全  体

性
別

家
族
構
成
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 希望する相談方法 

 

 

 

 

前問で「自分のことについて話を聞いてほしい」、「家族のお世話について相談にのってほしい」

と回答した人に、希望する相談方法について聞いたところ、「直接会って」と「電話」（ともに44.4％）

の割合が最も高くなっている。 

 

 

図表ー５０  希望する相談方法 

 

 
 

 

図表ー５１  性別、家族構成別 希望する相談方法 

 
 

  

直接会って

電話

ＳＮＳ
（ＬＩＮＥなど）

電子メール

その他

  無回答

44.4

44.4

22.2

11.1

-

-

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=9)

単位：％

　
調
査
数

直
接
会
っ
て

電
話

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
）

電
子
メ
ー
ル

そ
の
他

無
回
答

9 44.4 44.4 22.2 11.1 - -

男子 5 40.0 60.0 20.0 - - -

女子 4 50.0 25.0 25.0 25.0 - -

その他 - - - - - - -

答えない - - - - - - -

無回答 - - - - - - -

ひとり親家庭 1 - 100.0 - - - -

二世代世帯（ふたり親家庭） 8 50.0 37.5 25.0 12.5 - -

三世代以上の世帯 - - - - - - -

その他 - - - - - - -

無回答 - - - - - - -

  全  体

性
別

家
族
構
成

問２０ 問１９で「１.自分のことについて話を聞いてほしい」または「２.家族のお世話につ

いて相談にのってほしい」と答えた人にお聞きします。どのような方法で話を聞いた

り相談にのったりしてほしいですか。 
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 自身の権利が守られていると思うか 

 

 

 

自身の権利が守られていると思うかについて聞いたところ、「守られている」（80.7％）の割合が

最も高く、次いで「だいたい守られている」（15.2％）となっている。 

 

 

図表ー５２  自身の権利が守られていると思うか 

 

 
 

  

全体(n=841) 80.7 15.2 0.5

0.0 

2.1

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

守られている だいたい守られている あまり守られていない

守られていない わからない 無回答

問２１ 子どもの権利についての文章を読んでお答えください。あなたは、自分の権利が守ら

れていると思いますか。 
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自身の権利が守られていると思うかについて性別にみると、「守られている」の割合は女子

（85.2％）の方が高く、男子は「だいたい守られている」（19.0％）の割合が高くなっている。 

 家族構成別にみると、ひとり親家庭において「守られている」（74.7％）の割合が低くなってい

る。 

 家族の世話別にみると、家族の世話をしている人の方が「守られている」（69.7％）の割合が低く

なっている。 

居住地別には、大きな差は見られない。 

 

 

図表ー５３  性別、居住地、家族構成、家族の世話別 自身の権利が守られていると思うか 

  

単位：％

　
調
査
数

守
ら
れ
て
い
る

だ
い
た
い
守
ら
れ
て
い
る

あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な
い

守
ら
れ
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

841 80.7 15.2 0.5 - 2.1 1.4

男子 406 76.1 19.0 0.7 - 2.0 2.2

女子 420 85.2 11.9 0.2 - 2.1 0.5

その他 2 - 50.0 - - 50.0 -

答えない 10 100.0 - - - - -

無回答 3 66.7 - - - - 33.3

東部 121 79.3 14.0 - - 5.0 1.7

西部 202 82.7 15.8 - - 0.5 1.0

南部 134 80.6 15.7 - - 2.2 1.5

北部 134 82.1 14.2 2.2 - 0.7 0.7

中央 238 80.3 15.1 0.4 - 2.5 1.7

その他（久留米市外など） 6 83.3 16.7 - - - -

無回答 6 33.3 33.3 - - 16.7 16.7

ひとり親家庭 95 74.7 22.1 1.1 - 2.1 -

二世代世帯（ふたり親家庭） 600 81.8 14.8 0.5 - 1.5 1.3

三世代以上の世帯 138 80.4 12.3 - - 5.1 2.2

その他 4 75.0 25.0 - - - -

無回答 4 75.0 - - - - 25.0

している 66 69.7 18.2 1.5 - 6.1 4.5

していない 755 81.9 15.0 0.4 - 1.9 0.9

無回答 20 75.0 15.0 - - - 10.0

家
族
の

世
話

  全  体

性
別

居
住
地

家
族
構
成
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 自由意見 

 

 

 

家族の世話をしている子どものために必要だと思うことや学校や周りの大人にしてもらいたい 

ことについての自由記述は以下のとおり。 

 

 

図表ー５４  自由意見 

 

※全回答ではなく、一部回答を抜粋して掲載 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
家族の世話をしている子どものために必要だと思うこと 性別 家族の世話 

障害をもつ子供に対しての学校、家庭での理解、認知度を上げる取組みをもっと増やして、

社会全体での困っている子供達が実際にいて、困って生活を送っているという現実を知っ

てほしい 

女子 している 

家族の事やなやんでいる事はないかアンケート等をとってみるとよいと思う(各学校で)。 

言葉では相談しにくかったり、私のようにだれに相談すればいいのかが分からない人がい

るかもしれないから。 

女子 している 

助けてと言える環境。助けを求められたらすぐに対応できるシステム。自分で助けてと声を

あげられる子どもは多くないと思う。自由に電話が使えない環境（家の電話を置いていな

い）なので、電話以外で、ＳＯＳが出せる環境づくり。 

女子 していない 

お世話をしている子がせきにんやいろんなことをためこまないでほしいと思っています。

さいきんいじめなどがよくあるので、それがちょっと気になっています。お世話をしている

子の時間があまりないなら、もうちょっと増やしてほしいと思っています。 

女子 していない 

補助金や、支えん 女子 していない 

援助を送る生活に必要なもの 心とかのことでなやんでいる人が、けいたいとかを使って

りれきを残したくなかったり、けいたいを持ってなかったりして、電話とかライン以外の手

紙で相談できるような仕組み。 

女子 していない 

家族のお世話をしている子に、十分に休憩する時間や、手伝う人等が必要だと思う。 女子 していない 

困っているということをすぐに伝えられる場所があったらいいと思います。子どもが家族

のお世話をすることが必要で学校にいけないことがあったとしても、その子がそうするこ

とが当然なのだと思ってしまったり、家族だから仕方ないと思っている場合もあるかもし

れないから、声をあげて周りの大人に手助けを求めて良いのだということをまずみんなが

知るべきだと思います。 

女子 していない 

お世話しないよう、大人にまかせられるようにすることが必要だと思う。相だんだけでもで

きる時間を親が作り、自由に発言できる大きな場所があるとよいと思う。自由なおもいどお

りに動ける時間が必要で、そのためにまかせられる人、場所などがいると思う。 

男子 していない 

こうれい者の人をかいごしてくれる人のように、ヘルパーさんをやとえるようにしたらよ

い。 
男子 していない 

お世話を無料で行っている団体など、すぐに普通に相談できる体制をいち早く！ 男子 していない 

 

  

問２２ 家族のお世話をしている子どものために、必要だと思うことや、こうしてほしいと思

うこと、他にも困っていることがあれば自由に書いてください。 
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学校や周りの大人にしてもらいたいこと 性別 家族の世話 

どんな方法でもいいので、大人の人々に「子どもの権利」についてもう一度学んでほしい。 女子 している 

このような事について考える授業をもっとしてほしい(人権やお世話のことなど)。 女子 している 

家族のお世話をしている人は家族のことに精いっぱいで、たよれる人が少なかったり、これ

は家族のことだから自分がしっかりしないといけないと思いこんでいたりする人が多いん

じゃないかなあと思うので、周りには、自分が困っている時には、助けてくれる人がいると

いうことを知ってもらう必要があると思う。 

女子 無回答 

そういう人は，自分の好きな習い事だったり友だちと遊ぶといったことが周りの人よりも

出来なくて、でも周りの人が助けてくれなかったりして 1 人で抱え込んで 1 人だけ苦しい

思いをしているから周りに 1 人で困っている人がいたらその人の話を聞いてあげてどうし

たら良いかを一緒に考えたら 1 人で苦しんでいた人も少しは楽になれるし、自分にもちゃ

んと一緒に悩んでくれる仲間がいるんだと安心できると思いました。だから自分の周りに

困った人がいたら話を聞いて、聞くだけじゃなくて一緒に悩んで欲しいです。友達だけじゃ

なくて先生とか、近所のひとも一緒に悩んで欲しいです。 

女子 していない 

家族のお世話をしている子どものためにこそ、税金を使って欲しい。家の中の事は、なかな

か相談しずらい状況で、相談できる環境、家事代行サービス、勉強できる環境、進学の資金

が必要だと思います。 

女子 していない 

異変を感じた大人が声をかけたり、頼れる公共機関を知ってもらえるよう呼びかけていく。 男子 していない 

オンラインやリモートでの勉強 男子 していない 

支援が必要な家庭に市や行政が家族の許可がなくともなぜ入ってあげられないのかと思う。

支援が必要な子は周りへの頼り方がわからないと思う。不登校に関しても、母子登校してい

る家庭への協力をすべきだと思う。 

答えない していない 

自身の気持ちや困っている状況について 性別 家族の世話 

自由の時間がほしいです。自由の時間がないとゆうがにできないから。 女子 している 

もうちょっと他の時間を減らして、赤ちゃんのための時間を増やしたい。 男子 している 

その他意見 性別 家族の世話 

子供がお世話する立場にいては行けないと思う。大人がお世話することが必要だと思う。 女子 していない 

 

 

 

 


